
★☆　これから流行
はや

りそうなものは…
＜　去年の今頃（２月）の順位　＞

順位

2 位

　平成１８年４月１日以降，麻しん・風しん混合生ワクチン（MRワクチン）

の２回定期接種が開始となりました。対象者は，第１期が１歳児，第２期が５

～７歳未満で，小学校入学前の１年間の者
（※）

です。第２期で，まだ麻しんと

風しんの予防接種をそれぞれ２回ずつ受けていないお子様がおられましたら，

かかりつけの医師と相談し，平成２０年３月３１日までに受けましょう！

　　接種医療機関につきましては，最寄りの保健所にお尋ねください。

　

◆　気になる症状があるときは，かかりつけの医療機関に相談しましょう！

（ホームページにも掲載しています。）

どもの感染症
かんせんしょう

特徴，予防法など病気の名前

1 位 　インフルエンザ

インフルエンザウイルスが原因で，急な発熱（高熱）や筋肉痛，関節痛などの全身症
状が強く出やすく，免疫力の弱い乳幼児では，吐き気や嘔吐などの胃腸症状のほか，肺
炎や気管支炎，中耳炎，脳炎などの合併症を起こすこともあります。

予防策としては，インフルエンザのワクチン接種のほか，手洗い・うがい・マスクを
し，部屋の湿度を適切に保つ，休養，栄養を摂るなどの日々の対策も大切です。
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発熱，下痢，嘔吐などが症状。ノロウイルスが有名ですが，その他の色々なウイルス
や細菌も原因となり，何回もかかってしまうことがあります。予防のため，調理前，食
事前，トイレの後などの手洗いや，食品の十分な加熱などを心がけましょう。

なお，集団へ感染がひろがるのを防止するため，学校保健法による出席停止期間は，
すべての発しんが，かさぶたになるまでとなっています。

　感染性胃腸炎
かんせんせいいちょうえん

3 位 　水ぼうそう

　（水　痘）

　水痘ウイルスが原因で，全身に発しんができます。伝染力が強く，肺炎・脳炎・髄膜
炎などの合併症を併発することもあります。

　発病３日以内に抗ウイルス薬を服用することで，症状の軽減が期待できます。
予防接種は任意（１歳以上で，１回接種）ですが，集団生活をする場合は，受けてお

かれることをおすすめします。かかりつけの医療機関にご相談ください。

平成２０年２月

●○●　小学校入学準備に２回目(第２期)の麻しん・風しんワクチンを！　●○●

（※）　平成１９年度の第２期の対象者は，平成１３年４月２日から平成１４年４月１日生まれ の人です。
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までに済ませ
ましょう！

理由その

1
１回の接種で免疫がつかなかった子どもたち（数％存在する
とかんがえられます）に免疫を与えます。

理由その

2
理由その

３

１回目の接種では免疫がついたものの，その後時間が経つに
つれ免疫が少しずつ減少した子どもたちに，再び刺激を与
え，免疫を強固なものにします。

１回目に接種できなかった子どもたちにも，もう一度，
接種のチャンスがあります。


